　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年7月12日（土）　　　　　　　　　　　　　司会・記録：藤原　香織
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	坂本
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	田浦
	木村(直)

	休
	準
	〇
	〇
	深
	〇
	深
	準
	〇
	休

	荒谷
	橘
	坂澤
	角濱
	矢幅
	橋本
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺
	織田

	休
	　休
	○
	休
	年
	○
	準
	休
	年
	深

	荒木田
	久保
	ラダ
	エカ
	細海
	上野(由)
	
	
	
	

	休
	遅B
	〇
	〇
	休
	休
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・病棟常備薬　ジブレキサ筋注用(10㎎)　2本となりました。

＜入室状況＞
【入院】
・小林　満様～東病棟Bユニット3号室

【転出】
・風張　久美子様　東病棟合併症室→西病棟Bユニット26号室
・荒川 スヂヱ様　東病棟合併症室→南病棟Dユニット204号室

＜患者様連絡事項＞
・梅田　とよ子様～採血結果より白血球数1900　好中球700　主治医より臨時薬ロイコン（10）3T3×6日分　本日朝より処方追加指示あり。

・松橋 和大様～点滴実施しようとすると拒否抵抗強く、実施困難。田名部Drへ状態報告し、点滴
中　体幹、両上肢の身体拘束実施指示あり。
・松橋　和大様～採血結果を今川Drへ報告、指示の点滴実施し経過観察指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9:00～16:00の開放観察指示あり。開放観察中は、飲水行為は目立たず。拒否無く自室に戻っている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。9:00～20:00の開放観察指示あり。落ち着き無くユニット内を足
早に歩き回り、大声で叫ぶことあり。自ら来詰し、9時不穏時ヒルナミン錠5
㎎　2T、不穏時クエチアピン100mg　1T内服している。性欲が解消できず苛々
して叫んでしまうと。イライラ、衝動を抑える薬が欲しいと内服後も落ち着か
ず、13:05ヒルナミン（5）2T内服。その後は自室で臥床している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。自室で臥床している。拒食なし。拒薬なし。危険行動無し。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和7年7月12日　14：30　
　氏　　名：小林　満（こばやし　みつる）様
　生年月日：昭和55年9月28日(44)
　病　　名：アルコール依存症　　
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット3号室

　＜経過＞
 　　初飲は17歳。H10年頃より毎日晩酌するようになり、H19年9月連続
　　飲酒状態となり飲酒運転や窃盗等の問題行動が頻回となっていたこと
　　から、同年11月14日、当院初診。以後、当院へ11回の入院歴あり。R6
　　年6月19日、母親より飲酒頻度が増加し、仕事も殆ど行っていないと相
　　談あり。当初は拒否していたが、本人からも当院入院の希望が聞かれた
　　ため同月20日に当院12回目の入院となっている。同年6月29日、退院後
　　は、定期通院継続していた。令和7年7月9日、母様より５月くらいから
　　飲酒が多くなってきており、週に２日のみで飲酒を続けていたが、しだ
　　いにそれで治まらなくなってきて缶チューハイなどの量が多くなってき
　　ていると報告あり。抗酒剤を飲まずに飲酒している状態であるようで、
　　食事もとれていないことが多いとのこと。母様より入院の希望があり、
　　解毒目的にて本日東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

